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早稲田大学商学学術院では、科学研究費プロジェクト「グローバル経済におけるビジネスと会計制度の変化に

関する経済学的研究（基盤研究 A）」の一環として、2016年末に中小企業を対象とした質問票調査を行った。調

査対象は、東京 23区内に立地する中小企業（製造業）15,111 社である。調査票は、民間調査企業を通じて対象

企業に 2016 年 11月 12日に発送し、回答期限は 4週間後の 12月 9日までとした。なお本調査ではWebでの回

答も可能になっている。調査対象企業のうち 1,520 社（回収率 10.0%）から回答を得た。そのうちWebでの回

答を行った企業は 339社（回答企業の 22.3%）であった。 

本調査では、各企業の事業承継問題、国際化、研究開発、環境取組みに関する状況などといった基本的な項目

に加え、経営者の家族構成や価値観についても尋ねている。そのため、従来の中小企業調査とは一線を画す大変

ユニークな調査となっている。以下では、回答結果の単純集計を紹介する。 

 

 

Ⅰ 企業の基本的な情報について 
 
 
 

【問 1】貴社の会社形態についてお答えください（N=1,520）。 

 

  

株式会社 98.6%

合資会社・合同会社など 0.0%

有限会社 0.1%

個人企業 0.1%

合名会社 0.0%
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【問 2】貴社の創業年をお答えください（N=1,488）。 

 

 

 

【問 3】2016年 3月 31日時点での貴社の従業員数についてお答えください。 

 

 

 

 

正社員の大卒割合(N=1,286) 

 

 

 

 

 

2.6% 2.6%
3.2%

4.6%

9.9%

16.5%

18.0%

11.8%

10.7%

8.1%
7.6%

4.4%
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～1910 1920 1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010 2010～

平均 中央値 標準偏差 最大値 最小値

有給役員 (N=1,339) 5.74 3 39.95 1,250 0

正社員・正職員 (N=1,289) 18.01 7 34.07 487 0

パートアルバイト (N=1,037) 7.61 2 26.27 503 0

臨時・日雇い (N=599) 1.32 0 10.11 199 0

41.6%

16.6%

15.7%

11.6%

5.5%

7.5%
1.6%

0%

0%-20%

20%-40%

40%-60%

60%-70%

80%-90%

100%

・ 創業から、50年以上たっている企業

が、全体の 47.5%。 

・ そのうち創業者(2代目/3代目/4代目以

降)が経営している企業は、

25.2%(38.8% / 20.8% / 15.2%) 

・ 約 4割の企業で、正社員の

大卒割合が 0%。 

・ 大卒正社員割合が 5割以上

（以下）の企業の平均売上

高は、866,820 (625,647)千円。 



【問 4】貴社の資本金についてお答えください（N=1,498）。 

 

 

 

【問 5】2015年度の決算期間中に、日常的なもの以外での設備投資（有形固定資産および無形固定資産の取得）

を行いましたか（N=1,501）。 

 

 

【問 6】貴社の主要な製品における営業形態についてお答えください（N=1,518）。 

 

 

【問 7】貴社の主要な製品の市場における競争相手は何社だとお考えですか（N=1,146）。 

 

平均 中央値 標準偏差 最大値 最小値

資本金（千円） 54,845 10,000 649,018 4,900,000 1

34.9%

65.1%

はい

いいえ

はい

原料の製造・輸入 3.1%

購入した原料から次工程での材料を生産 5.7%

購入した原料・材料を加工し、次の加工事業者に供給 20.4%

購入した原料・材料を加工し、最終製品の部品を供給 27.0%

購入した原料・材料・部品から、最終製品を生産 60.9%

87.7%

1.7% 1.1% 0.2% 1.1% 0.3% 0.0% 0.3% 0.0%
2.7%

4.9%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

・ 約 9割の企業が自社の競争相手を 100社以下と想定。 

・ そのうち 72.8%が 10社以下の競争相手を想定してお

り、回答企業は比較的小規模な市場で競争している可

能性がある。 
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【問 7-1】貴社の主要な製品に関する技術は、それらの競争相手のうち、上位何％に入るとお考

えですか（N=1,339）。 

 

 

【問 7-2】 貴社の主要な製品に関する技術は、10年後には上位何％にいると考えますか（N=990）。 

 

 

【問 8】2015年度の貴社の仕入高に占める輸入比率、および売上高にしめる輸出比率をお答えください。 

 

 

輸入比率（N=1,276） 

10.8%

11.7%

11.5%

15.5%

22.3%

28.2%

0-10%

10-20%

20-30%

30-40%

40-50%

50%-

12.0%

12.5%

11.4%

14.4%

19.3%

30.3%

0-10%

10-20%

20-30%

30-40%

40-50%

50%-

65.8%

16.1%

3.8% 3.9%
1.2% 2.6% 1.2% 1.6% 1.0% 1.3% 1.6%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

・ 7割以上の企業が自社の技

術が市場における競争相手

の半数よりも上回ると回答 

・ 約 7割の企業が 10年後も自

社の技術が市場における競

争相手の半数よりも上回る

と回答 

・ 6割以上の企業が仕入れ先

を国内のみと回答 



 

輸出比率（N=1,276） 

 

 

【問 9】現在、貴社の借入残高（短期・長期を含む）はどのぐらいですか（N=1,488）。 

 

 

【問 10】今後 10年間で、貴社の主要な製品の国内外の市場はどのように変化すると考えていますか。 

 

国内市場（N=1,480） 

73.5%

17.8%

3.4% 2.0% 0.9% 0.8% 0.5% 0.4% 0.2% 0.4% 0.2%
0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

4.6%
4.8%

4.8%

14.6%

10.6%

13.9%

22.8%

4.0%

3.5%
16.5%

200万円未満

200万円～500万円未満

500万円～1千万円未満

1千万円～3千万円未満

3千万円～5千万円未満

5千万円～1億円未満

1億円～5億円未満

5億円～10億円未満

10億円以上

借入はない

3.4%

21.8%

22.7%

35.5%

16.6%

かなり成長する

おだやかに成長する

変化しない

おだやかに縮小する

かなり縮小する

・ 7割以上の企業が販売先を

国内のみと回答 

・ 56.2%の企業が、輸入比率・

輸出比率双方で 0%と回答。 
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国外市場（N=1,118） 

 

 

【問 11】貴社の全社的な戦略に関わる最終的な意思決定は、どのように行われますか。（N=1,494）。 

 

 

【問 12】2015年度の決算期間中に、研究開発を行いましたか（N=1,451）。 

 

 

11.5%

35.5%

29.9%

14.0%

9.1%

かなり成長する

おだやかに成長する

変化しない

おだやかに縮小する

かなり縮小する

18.6%

64.3%

17.1%

全社的な経営戦略を選択する際

は、複数人で合意に達するまで議

論をし、みなで意思決定をする。

他者との意見交換をしたうえで、あ

なたが最終的な意思決定をする。

他者との意見交換をせずに、あな

たが最終的な意思決定をする。

35.6%

64.4%

研究開発を行った

研究開発を行っていない

・ 国内市場よりも国外市場を

成長市場として捉える傾向

が強い。 



 

研究開発を行った場合は、2015年度の研究開発投資額をお答えください（N=516）。 

 

 

 

【問 13】貴社で所有している特許権・実用新案権・意匠権・商標権がありますか（N=1,469）。 

 

 

【問 14】以下のイノベーションや市場環境に関連する各記述について、貴社にどの程度あてはまるかお答えく

ださい（N=1,520）。 

 

平均 中央値 標準偏差 最大値 最小値

研究開発費（千円） 23,610 4,000 85,369 1,000,000 1

35.5%

64.5%

ある

ない

36.0%

34.8%

31.4%

35.1%

33.8%

31.9%

27.9%

20.6%

24.2%

16.7%

17.1%

19.3%

15.0%

15.5%

18.1%

15.0%

14.7%

11.5%

11.2%

22.8%

20.2%

19.3%

11.5%

13.2%

13.3%

11.9%

14.2%

10.0%

14.0%

11.1%

10.5%

9.4%

11.0%

7.4%

6.6%

5.6%

3.3%

3.5%

8.0%

6.7%

8.4%

5.9%

4.0%

4.4%

6.9%

11.3%

4.5%

7.2%

7.1%

4.8%

7.0%

4.1%

2.9%

2.0%

2.2%

1.6%

1.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

国内市場における事業環境は継続的に変化している

顧客から性能や品質を超える要求を受けても対応している

製造過程における低コスト化を重要な目標としている

自社の既存製品について定期的に小規模な改良を行っている

自社の既存製品について顧客に対するサービスを拡大している

自社の既存製品について供給の効率化を図っている

自社の既存製品について改良したものを国内市場に投入している

新製品を開発している

新市場において定期的に新しい顧客を探し、営業をかけている

国内市場における事業環境は激しく変化している

国内市場で、新製品のテストを行っている

顧客から定期的に新製品を求められる

自社にとって全く新しい製品を商品化している

参入している市場では、製品の供給が急速に、そして頻繁に変化する

自社の既存製品について供給量の見直しを頻繁に行っている

国内市場における事業環境は過去一年の間、変化していない

新市場において新しいビジネスの機会を頻繁に活用している

既存製品について規模の経済を実現している

定期的に新しい流通ネットワークを利用している
どちらかといえばあてはまる

かなりあてはまる

とてもよくあてはまる
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【問 15】貴社の資産について、同規模・同業種の企業と比較した評価をお答えください（N=1,520）。 

 

 

  

43.4%

31.5%

27.9%

24.9%

18.8%

22.4%

22.4%

19.3%

20.2%

18.2%

16.3%

16.4%

16.3%

11.1%

8.9%

8.4%

9.8%

7.8%

9.1%

2.8%

7.9%

3.4%

2.9%

3.7%

2.0%

3.5%

3.9%

1.9%

1.4%

1.6%

1.6%

1.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

技術的なノウハウ

ブランド

借入能力

ビジネスネットワーク

自己資本

取引契約

販路

機械設備

マネジメント能力

イノベーション

建物・不動産

マーケティング能力

流通ネットワーク

ライセンス

特許

行政とのネットワーク

優れている

とても優れている



Ⅱ 経営者自身やその家族、後継者について 
 

【問 16】あなたの性別と年齢についてお答えください（性別 N=1,490; 年齢 N=1,479）。 

 

 
 

【問 17】あなたは何代目の社長ですか。（N=1,467）。 

 

【問 17-1】(2代目以降の方のみ)先代はどなたですか（N=1,033）。 

 

 

 

【問 18】あなたの現在の家族構成についてお答えください（N=1,520）。 

94.6%

5.4%

男

女

平均 中央値 標準偏差 最大値 最小値

60.44 61 11.74 92 25

29.4%

36.5%

20.4%

13.7%

初代

2代目

3代目

4代目以降

祖父母 1.1% 8.7% 5.9%

実の両親 69.6% 50.8% 29.9%

義理の両親 7.2% 8.7% 1.0%

その他の親族 5.3% 11.4% 17.2%

血縁関係のない人 16.4% 19.4% 44.1%

2代目 3代目 4代目以降

(N=204)(N=299)(N=530)

・ 代を重ねることによって、血縁

以外や、近親以外からの事業承

継が多くなる傾向。 
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【問 19】あなたのご家族のうち、貴社の経営に参画していらっしゃる方の人数をお答えください（N=1,439）。 

 

 

【問 20】あなたの最終学歴についてお答えください（N=1,488）。 

 

【問 21】貴社は同族企業とお考えですか（N=1,489）。 

 

 

平均人数

息子 0.67 27.81

娘 0.61 28.13

孫・男 0.24 7.64

孫・女 0.22 8.01

兄弟 0.40 56.43

姉妹 0.38 57.46

甥 0.29 25.94

姪 0.27 24.77

平均年齢

平均 中央値 標準偏差 最大値 最小値

研究開発費（千円） 1.19 1 1.24 6 0

1.8%

22.4%

4.6%

4.2%
63.6%

3.4%

中学

高校

専修学校

高専・短大

大学

大学院

72.3%

28.1%

はい

いいえ



【問 22】あなたとあなたの家族の名義で保有している株式の割合をお答えください（N=1,439）。 

 

 

 

【問 23】あなたが今の会社で働き始めた年と、今の会社の経営者になった年をお答えください。 

 

 

 

【問 24】これまでに、あなたが海外にお住まいになったことがある通算年数を、義務教育が終わる 15歳以前と

それ以降に分けてお答えください。 

 

15歳以前（N=877） 

 

8.1%

4.4% 2.6%

2.7%

3.4%

4.5%

5.6%

5.8%

6.5%

5.7%

4.1%

46.6%

0%

0-10%

10-20%

20-30%

30-40%

40-50%

50-60%

60-70%

70-80%

80-90%

90-100%

100%

平均 中央値 標準偏差 最大値 最小値

勤続年数 (N=1,419) 30.12 29.00 16.16 96 1

経営者になってからの年数 (N=1,407) 18.54 14.00 15.09 90 0

1.3%

98.8%

ある

ない
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16歳以降（N=950） 

 

【問 25】貴社に後継者はいらっしゃいますか（N=1,179）。 

 

後継者として合意している方がいらっしゃる場合には、どなたが後継者かお答えください 

 

【後継者がいる場合】後継者の内訳（N=528） 

 

11.3%

88.8%

ある

ない

45.0%

55.0%

いる

未定

60.2%

0.0%

8.9%

4.1%

7.3%

19.5%

息子

息子の嫁

娘

娘の夫

それ以外の親族（甥・姪など）

その他



【問 25-1】「未定」とお答えの方にお伺いします。以下の人物それぞれについて、どのぐらいの確率で貴

社の後継者になるとお考えですか 

 

 

【未定の場合】後継者出現確率の平均（N=640） 

 
 

今後、後継者が現れる可能性が全くない場合、貴社の将来の予定はどのようになっていますか（N=346） 

 

 

 

  

45.1%

31.5%

14.5%

11.4%

7.9%

0.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

その他

息子

それ以外の親族

（甥・姪など）

娘

娘の夫

息子の嫁

19.9%

11.8%

38.7%

3.8%

25.7%

M&A （事業譲渡等）

従業員による事業の買収

や経営権の取得

廃業

その他

分からない

・ 親族以外のその他が最も多く、

平均して 45.1%の確率で親族以

外から後継者が現れると考えて

いる。 

・ 親族では、息子が最も多く、後

継者が未定の経営者は、平均し

て 31.5％の確率で息子が継いで

くれるのではないかと考えてい

る。 

・ 廃業が最も多く全体の 38.7%。 

・ 現状で、後継者の当てがなく、将来の予定も分かっていない企業が 25.7%。 
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【問 26】 企業経営には大変な労力が必要だと存じますが、あなたが経営者としての役務を十分に遂行すること

ができるのは、何歳までだとお考えですか（N=1,435）。 

 

 

 

 

現在の年齢と経営者としての体力が持つと考える年齢との差（N=1,412） 

 

【問 27】以下の項目について、あなたの生活にとっての重要度をお答えください。 

 

平均 中央値 標準偏差 最大値 最小値

経営者としての
体力がもつ年齢

70.59 70 7.48 120 35

0.1% 0.2% 0.1% 0.2% 0.5%
1.3%

3.5%

28.1%

25.4%

15.3%

11.1%

7.2%

4.5%

2.4%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

-30 -25 -20 -15 -10 -5 0 5 10 15 20 25 30 30～

・ 多くの経営者がまだ現役として

十分に働くことができると考え

ている一方で、すでに十分に経

営者としての役務を遂行するこ

とができる年齢を超えていると

回答する経営者もいる。 



 

 

【問 28】宗教に関する以下の項目について、あなたのお気持ちに一番近いものをお答えください。 

 

 

 

【問 29】あなたが子どもの頃、あなたの
．．．．

ご
．
両親に連れられて
．．．．．．．．

どのくらいの頻度で、お墓参りに行かれましたか。

（N=1,452）。 

11.0%

30.5%

49.3%

50.5%

44.5%

9.5%

85.2%

65.5%

38.0%

28.2%

9.9%

3.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

家族
(N=1,455)

仕事
(N=1,441)

友人・知人
(N=1,435)

余暇時間
(N=1,435)

政治
(N=1,448)

宗教
(N=1,436) やや重要

非常に重要

20.1%

16.0%

12.2%

11.8%

20.7%

25.0%

27.2%

33.8%

37.0%

39.8%

42.3%

34.4%

28.3%

30.5%

46.0%

47.0%

48.1%

45.9%

44.9%

46.7%

42.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

死後の世界
(N=1,421)

天国
(N=1,408)

地獄(N=1406)

宗教的奇跡
(N=1,404)

輪廻転生(生まれ変わり）
(N=1,412)

涅槃（悟りの境地）
(N=1414)

祖先の霊的な力
(N=1,418)

ある

ない

わからない
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【問 30】あなたが子どもの頃、あなたの
．．．．

両親は
．．．

神社、寺院、教会などの参拝や礼拝にどの程度行かれましたか。 

 

 

 

父（N=1,428） 

 

 

 

6.3%

9.9%

43.2%

36.8%

3.2% 0.1%
0.1% 0.0% 0.3%

まったく行かない

年に1回も行かない

年に１回か２回

年に数回程度

月に1回

ほとんど毎週

毎週

週に数回

父・母がいなかった

17.1%

9.2%

30.9%33.5%

5.5%

1.1%
0.7% 0.6% 1.5%

まったく行かない

年に1回も行かない

年に１回か２回

年に数回程度

月に1回

ほとんど毎週

毎週

週に数回

父・母がいなかった



 

母（N=1,431） 

 

  

15.7%

8.8%

28.7%

35.4%

7.5%

1.5%
0.8% 0.8%

0.8%

まったく行かない

年に1回も行かない

年に１回か２回

年に数回程度

月に1回

ほとんど毎週

毎週

週に数回

父・母がいなかった
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Ⅲ 貴社の環境取り組み状況 
 

【問 31】以下の環境マネジメントシステムのうち認証取得をしているものについてお答えください。 

 

 

ISO14001（N=1,520） 

 

 

エコアクション 21（N=1,520） 

 

5.5%

94.5%

はい

いいえ

2.8%

97.2%

はい

いいえ



 

KES環境マネジメントシステム（N=1,520） 

 

 

【問 32】ISO9001の認証取得を行っていますか。 

 

 

（N=1,355） 

 
【問 33】貴社では、温室効果ガス排出量を把握していますか（N=1,520）。 

 

 

 

0.9%

99.1%

はい

いいえ

13.4%

86.6%

はい

いいえ

8.0%

92.0%

はい

いいえ
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【問 33-1】排出量把握を行っていない理由についてお答えください（N=1,253）。 

 

【問 34】顧客企業から、貴社のエネルギー使用量に関する情報開示要求を受けたことがありますか（N=1,520）。 

 

【問 34-1】情報開示要求を受けたことがある方にお伺いします。エネルギー使用量に関する情報を、

要求してきた顧客企業に開示しましたか？（N=81）。 

 

 
 

4.4%
3.4%

7.2%

17.6%

67.4%

金銭的な余裕がなかった

時間的な余裕がなかった

人材面で余裕がなかった

排出量把握の方法が分か

らなかった

排出量把握をする必要が

なかった

5.3%

94.7%

はい

いいえ

86.4%

13.6%

はい

いいえ



【問 34-2】エネルギー使用量を開示しなかった理由をお答えください（N=15）。 

 

 

 

【問 35】二酸化炭素などの温室効果ガス排出削減に関連して、以下のどのようなことを実施していますか。 

 

 

 

 

 

0.0% 6.7%

6.7%

6.7%

66.7%

13.3%
エネルギー使用量を把握する金

銭面での余裕がなかったため

エネルギー使用量を把握する時

間面での余裕がなかったため

エネルギー使用量を把握する人

材面での余裕がなかったため

エネルギー使用量は把握してい

たが自社のコスト構造が明らかに

なるのを避けるため
エネルギー使用量は把握してい

たが開示する必要がないと考え

たため
その他

47.1%

33.5%

31.3%

30.2%

29.6%

29.2%

29.1%

28.1%

26.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

省エネ・エネルギー効率の改善（空調管理など）
(N=1,293)

クリーンな技術・製造方法・工法の導入
(N=1,234)

既存事業所の排出削減への投資
(N=1,235)

排出量の少ない新製品の開発
(N=1,229)

燃料転換
(N=1,232)

環境関連の製品の設計
(N=1,225)

再生可能エネルギーの供給・利用
(N=1,230)

新規事業所の排出削減への投資
(N=1,219)

森林による炭素固定（森林再生への投資・協力）
(N=1,219)
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【問 36】地球温暖化により以下の現象は、どのぐらいの確率で生じると思いますか。 

 

 

今世紀末までの世界平均地上気温が 0.3～4.8℃上昇する 

（N=1,255） 

 

 

今世紀末までの世界平均海面水位が 0.26～0.82m上昇する 

（N=1,247） 

 

 

15.8%

8.0%

10.7%

5.7%
17.5%

10.5%

6.1%

8.4%

3.3%

13.9%
～10%

11%

～20%

21%

～30%

31%

～40%

41%

～50%

51%

～60%

61%

～70%

71%

～80%

81%

～90%

91% ～

15.3%

8.2%

11.5%

6.3%
17.8%

10.6%

6.3%

7.0%

4.3%

12.8% ～10%

11%

～20%

21%

～30%

31%

～40%

41%

～50%

51%

～60%

61%

～70%

71%

～80%

81%

～90%

91% ～



【問 37】 環境取り組みを行うことで、貴社の企業価値はどの程度高まるとお考えですか。以下の期間について

お答えください。 

 

 

 

 

【問 38】環境に関して、貴社で実施している取り組みをお答えください（N=1,520）。 

 

 

 

  

8.8%

3.6%

1.6%

1.4%

24.6%

25.6%

18.7%

10.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

10年以降
(N=1,264)

5～10年
(N=1,275)

1～5年
(N=1,302)

1年以内
(N=1,299) 非常に

高まる

高まる

67.8%

63.6%

57.4%

53.1%

50.6%

46.6%

45.5%

40.2%

36.2%

32.0%

28.8%

18.8%

16.9%

16.3%

15.4%

10.9%

8.9%

8.4%

7.7%

1.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

使用していないスペースごとの消灯をおこなっている

ゴミの削減・分別を行っている

始業前、終業後の消灯、OA機器の電源オフを励行している

使用していないパソコンの電源をきっている

空調の適温化（冷房28度、暖房20度設定など）をしている

クールビズ・ウォームビズ運動の実施

両面コピーや縮小コピーを徹底している

電気の使用量を毎月チェックしている

空調器のフィルターをこまめに掃除している

社用車を低燃費車に変更している

容器包装等の回収をおこなっている

社員の環境意識を高める取り組みを行っている

紙類・文具・OA機器などについてグリーン購入をしている

電気の使用量に関する目標を設定している

紙の使用量を毎月チェックしている

ゴミの排出量を毎月チェックしている

紙の使用量に関する目標を設定している

地域社会との環境保存活動に参加している

ゴミの排出量に関する目標を設定している

その他

・ 環境取り組みによって企業価値

を高めるには時間が必要である

という認識を持つ傾向 
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Ⅳ 海外進出について 

  

【問 39】海外進出状況について、進出状況をお答えください（N=1,520）。 

 

海外進出している 

 

海外進出していた 

 

海外進出予定がある 

11.0%

89.0%

はい

いいえ

3.0%

97.0%

はい

いいえ

3.4%

96.6%

はい

いいえ



 

【問 39-1】これまでおよび現在において海外進出していない理由をお答えください（N=1,020）。 

 

 

 

 

 

【問 40】貴社が海外進出した場合、経営状況にどの程度リスクがありますか。以下の進出形態について、それ

ぞれお答えください。 

 

 

 

5.0%
1.6%

7.9%
3.4%

82.1%

金銭面で余裕がなかった

時間面で余裕がなかった

人材面で余裕がなかった

海外進出の方法が分から

なかった

進出する必要がなかった

50.8%

53.2%

39.5%

29.4%

24.6%

22.0%

23.5%

25.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

現地企業と

合弁会社を設立
(N=980)

完全子会社

（現地法人）を

設立
(N=984)

現地企業と

ライセンス契約を

締結
(N=978)

輸出
(N=1,030)

とてもリスクがある

リスクがある

・ 海外進出をする必要がないとい

う回答が最も多く、82.1%。 
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【問 41】貴社と同規模・同業種で海外進出をしている 100社を想像してください。その 100社のうち、何社が 5

年以内に海外進出を理由に経営状況が悪化すると思いますか（N=973）。 

 

 

 
 

【問 42】一般的に、海外進出によって経営状況が悪化するとした場合、悪化し始めるまでには何か月かかると

思いますか（N=919）。 
 

 
 

【問 43】貴社が海外進出をする場合、5年以内にその海外事業を軌道に乗せることは、どの程度難しいですか。 

 

製造（N=1,121） 

 

 

販売（N=1,093） 

平均 中央値 標準偏差 最大値 最小値

50.12 50 31.40 100 0

平均 中央値 標準偏差 最大値 最小値

34.04 36 20.71 120 0

46.7%

25.5%

20.6%

5.5% 1.6%

非常に難しい

難しい

どちらともいえない

難しくない

全く難しくない

42.9%

26.2%

23.6%

6.5% 0.8%

非常に難しい

難しい

どちらともいえない

難しくない

全く難しくない

・ 製造、販売双方において、7割以

上の企業が自社が 5年以内に海外

事業を軌道に乗せることは困難

であると回答。 



 

【問 44】貴社と同規模・同業種の海外進出をしている 100社を想像してください。100社がそれぞれ 5年以内に

海外事業を軌道に乗せたいと考えています。100社のうち、5年以内に何社が実際に海外事業を軌道

に乗せることができると思いますか（N=990）。 

 

 

 

 

【問 45】一般的に、海外進出をした場合、その事業を軌道に乗せるためには何か月必要だと思いますか（N=977）。 
 

 
 

  

平均 中央値 標準偏差 最大値 最小値

19.78 10 19.91 100 0

平均 中央値 標準偏差 最大値 最小値

57.96 60 50.11 1,200 0
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Ⅴ 会計基準について 

 

【問 46】国際会計基準（IFRS）もしくは、中小企業向けの国際会計基準（IFRS for SMEs）をご存知ですか(N=1,342)。 

 
 

【問 47】貴社の財務諸表は IFRS、もしくは IFRS for SMEsに基づいて作成していますか。 

 

IFRS (N=163) 

 

IFRS for SMEs (N=98) 

  

9.3%

2.7%
0.3%

87.7%

IFRSのみ知っている

IFRSとIFRS for SMEsの両

方を知っている

IFRS for SMEsのみ知って

いる

IFRSとIFRS for SMEsの両

方を知らない

8.6

7.4

84.1

作成している

作成する予定がある

作成する予定がない

8.2

5.1

86.7

作成している

作成する予定がある

作成する予定がない



【問 47-1】IFRSおよび IFRS for SMEsについて、「作成している」または「作成する予定がある」理

由をお答えください。 

 
 

【問 47-2】IFRSおよび IFRS for SMEsについて、「作成する予定がない」理由をお答えください。 

 

 

7.7%

3.8%

11.5%

15.4%

7.7%

23.1%

15.4%

7.7% 7.7% 7.7% 7.7%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%
IFRS (N=26)

IFRS for SME

(N=13)

5.1%

48.2%

2.2%

8.2%

57.6%

4.7%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

適用する方法が

分からなかった

適用する必要がなかった その他

IFRS

 (N=137)

IFRS for SME

 (N=85)


